
様式Ｃ－１９ 

 

科学研究費助成事業（科学研究費補助金）研究成果報告書 

平成２４年 6 月 1 日現在 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
研究成果の概要（和文）： 

 本研究では日本が国際競争力を持つ「機能性化学品」を対象として、日本企業が国際競争力
をもつに至った歴史的経緯や競争優位の源泉について、企業戦略、製品開発マネジメントの視
点から明らかにした。さらに、近年、経営学の分野で発展してきた「アーキテクチャ」の分析
枠組みを用いて製品・産業間比較分析を行い、同産業の特徴を明らかにした。 

 

 
研究成果の概要（英文）： 
 Focusing on strategic management and product development management, I explored the 
source of competitive advantage and the history of capability building of Japanese major 
specialty chemicals companies, which have gained global competitive advantage. Moreover, 
by utilizing the framework of product-process architecture, I conducted 
cross-product/industry analysis and clarified the characteristics of product development 
in the industry.  
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１．研究開始当初の背景 
 従来、日本の化学産業は国際競争力がない
と言われてきた。しかしながら 1990 年代以
降、日本の化学産業は徐々に輸出超過に転じ、
2004 年データでは 2 兆３千億円以上の輸出

超過になっている。 
 ただし、こうした輸出超過を生み出してい
るのは、近年台頭し、同業界でも注目される
ようになってきた「機能性化学品」と呼ばれ
る製品分野の貢献によるところが大きい。つ
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まり、ひとくくりに「化学産業」といった場
合でも、日本企業があまり得意としない（国
際競争力を持たない）製品群と、日本企業が
得意とする（国際競争力を持つ）製品群とが
混在している。 
 こうした現状の一方で、既存研究では、「機
能性化学品」を対象とした実証分析はほとん
ど行われていなかった。 
 
 
２．研究の目的 
 以上の背景を前提として、本研究では、日

本が国際競争力を持つ「機能性化学品」の領

域に焦点をあて、日本企業が国際競争力をも

つに至った歴史的経緯や競争優位の源泉に

ついて、企業戦略、製品開発マネジメントの

視点から明らかにすることを目的とした。 
 また、そうした特性や要因を明らかにする

に際し、近年経営学の分野で発展してきた

「アーキテクチャ」の枠組みを用いて産業間

（製品群間）比較の観点から考察することも

視野に入れた。 
 
 
３．研究の方法 
以上の研究目的を達成するために、本研究

では、２つの分析レベルを設定し、事例分析を

行った（表参照）。 
 

分析 
レベル 

１．企業・事業 
レベル 

２．製品開発

プロジェクト

レベル 

研究アプ

ローチ 
事例分析 

分析視点 
ビジネス・アーキ

テクチャ 
製品・工程ア

ーキテクチャ 
産業間比較分析 

 
 
（１）第１の分析レベルは、企業・事業レベル

である。ここのレベルでは、日本企業が競

争優位を持つ事業がどのような経緯で開

発・展開され、競争優位を持つに至ったの

かを歴史的視点から分析した。調査は、各

製品分野の主要企業の上級管理者に対す

るヒアリング調査、および社史や公表資料

等の分析により行った。 
 
（２）第２の分析レベルは、個別プロジェクト

である。このレベルでは、製品開発パフォ

ーマンスに影響を与えるマネジメントや

組織パターン（変数）を明らかにするため

に、各製品領域における成功プロジェクト

を主たる対象として、プロジェクト・リー

ダーや担当者に対してヒアリング調査を

おこなった。さらに、その内容をケースと

してまとめると同時に、効果的な製品開発

マネジメントに関する事実発見を整理し

た。 
 
なお、本研究では、製品・産業特性を視野

にいれた横断分析を行うことを狙って、機能

性化学品のみならず、医薬品等を含めたプロ

セス産業（製品）、さらにはプロセス産業と対

極にある組立産業（製品）の調査も行った。 

分析対象期間としては、機能性化学企業が台

頭し日本の化学産業が大きく変化した時期を念

頭において、1970 年代末から 2000 年代前半ま

でを主たる対象とした。ただし、自動車産業と

の比較を視野にいれ、戦後から 1970 年代に至

る過程についても、資料等をもとに可能な限り

分析した。 
 

 
４．研究成果 

上記の目的および方法に則って行われた調

査・研究により得られた主たる事実発見は、

以下の２点である。 

 

（１）プロセス産業のなかにも組立産業と同

様の「きめ細かい製品開発マネジメント」

が有効な領域がある。それは「要求機能・

制約条件が厳しい」領域である。 

 

（２）ただし、プロセス産業の製品は「一塊

の物質」として開発・生産されるため「目

標機能に適合した構造・工程創造が困難」

という特徴があり、組立産業とは異なる

マネジメントも要求される。具体的には、

「継続的な用途開発」、プロジェクトの

「go or no-go の判断」などである。 

 

 これら２つの事実発見を基にして、本研究
では「要求機能・制約条件の厳しさ」「目標
機能に適合した構造・工程創造の困難さ」と
いう 2軸で表現した製品開発分析の一般枠組
みを構築した。 
 従来、自動車産業など組立産業を中心に発
展してきた製品開発研究に対して、本研究は
以下の２点で特徴的である。 
 
（１）アーキテクチャ論で体系化された「イ

ンテグラル／モジュラー」軸を「要求機
能・制約条件の厳しさ」（横軸）として
一般化して再整理した。 



 
（２）従来ほとんど議論されてこなかった機

能性化学産業を含むプロセス産業に関
しては、「一塊の物質として開発・生産
される」という特徴から導き出される組
立産業との違いを「目標機能に適合した
構造・工程創造の困難さ」（縦軸）とし
て整理した。 

 
 なお、本研究では、この枠組みの有効性を
確認するために、より広範な製品・産業を対
象として追加的な調査も行った。事例数はか
ならずしも多くはないものの、現段階では、
本枠組みの妥当性について確認されている。
さらなる一般性を確保するためには、今後更
に調査・分析を進める必要がある。 
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